
本校は、昨年度より水稲の「グローバルギャップ」の認証取得にむけて準備をはじめ、

今年度は、生物資源科農業生産コース作物専攻の生徒が中心となり、民間業者からコンサ

ルティングを受けながら生産工程の改善に取り組みました。昨年９月 28 日に公開審査会を

実施し、指摘された是正項目を改善し、１月にＳＧＳインドからＧＬＯＢＡＬ Ｇ.Ａ.Ｐ.

認証書が届きました。（写真） 

「グローバルギャップ」の認証取得により本校の米の生産工程が、食品安全、環境保全、

労働安全において高品質で持続可能な生産工程であることが第三者機関より認められたこ

とになります。東京オリンピック、パラリンピックでは「グローバルギャップ」認証取得

した農場の農産物を食材の対象としているなど国際的な農産物取引の規準になっています。 

「グローバルギャップ」認証取得にあたり、多くの方々からご支援、ご協力いただきま

した。あらためて心より感謝申し上げます。 


